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１９３０００２１２

設計条件・・・落石対策便覧（平成２９年１２月）に基づく。

＜注記＞　結束については「施工要領」による。

φ4線の端末は折返し自己首巻2回以上

6×7-φ6ワイヤロ－プの端末は
折返しワイヤクリップ2ケ止め

 ナックル菱形金網の場合

 完全式菱形金網の場合

6×7-φ6ロ－プ

Ａ部詳細図

φ4線

S=1:5 

S=1:3 金網端部処理図
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擁壁用スト－ンガ－ド ＳＧ－Ｋ２６００＋曲９００－１２ S=1:40 

 2-　100×50×5 

端末支柱 H200×200×8×12 

12-BN M30(W付) 

山側

内張支柱 2-　125×65×6 

中間支柱 H200×100×5.5×8 

道路、線路側
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